
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

↓頂上へ登り全体の調整 

木
こ

籠
ご も

ふるさと便り 

便り 

山古志 

 

 

 

 

 

第４号 

発行： 
山古志木籠ふるさと会 
会長：松井 治二 
発行年月日： 
平成 23 年 3月 10 日 
日 

 

 昨年 5月 1日にふるさと会を立ち上げてちょうど十月
と つ き

十日
と お か

ほどの月日が経ちました。お母さんのお腹から、そろそろ新

しい命が外の世界へ羽ばたくとき。2011 年、ふるさと会も

そんな時期を迎えています。木籠で生まれた小さな種が、し

っかりこの地に根をはって、今や日本全国、世界へもどんど

ん広がってきています。 

 松井区長さんはこう言います。「全国各地にいるふるさと

会の皆さんは木籠住民と同じなんです。この小さな木籠集落

が、山古志にとどまらず、日本中へ世界へどんどん広がって

いるのだと思っています。」 

 いつでも木籠に来てください。いつでも木籠とつながって

いてください。今年もどうぞ木籠を自分のふるさとと思っ

て、一緒に楽しみ、一緒に語らいましょう。この穏やかな山

里の暮らしの中で大きく深呼吸して、心も体もみんなで元気

になりましょう！ 

   家内安全・無病息災・木籠万歳 
       2011年 1月 9日 賽の神にて 

 

年
【
年
々
仲
間
が
増
え
、 

人 
 

参
加
人
数
は
三
倍
に
も
な
り
ま
し
た
】 

 
 
 
 
 
 

2008年 1月 13日 

帰村の再起を願いおこなった 賽の神 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

村
の
男
衆
編 

 
 

初
心
者
編 

←木を使った巧みな骨組み作り 

↓ひたすら藁を編む。これで萱の上から賽の神の表面を覆う 
↓おんべ（神様へのお飾り）作り 

↑ 萱で胴体を作っていく 

火が良く回るよう空洞を作って 

完 成！ 

それぞれの力が結集し見事完成！

年々出来がよくなっています。 

ちょっと点火が早かったかな(^v^); 

去年お世話になった、しめなわや 

お守り、七夕飾りも一緒に燃やす↓ 

 今年もまた、この日を迎えることができました。帰村から 4 度目の賽の神。

みなで力を合わせ作った約 6 メートルの賽の神は、パチパチと音をたて、木籠

の空高く炎をあげました。 

今年もここ木籠の地で、元気に暮らしていけますように。一日一日地に足つ

けて、しっかり暮らしていけますように。雪の降りしきる空に、勢いよく登っ

ていく煙と炎。はるか昔からこの地で行われてきた、年初めの誓いと願い。 

帰村後、再起を願って復活させた賽の神には、年々集う人々が増え、活気あ

ふれる行事となりました。ふるまわれる甘酒やお餅に体を温め、火で餅やスル

メをあぶって噛みしめる。苦くて顔をしかめると“これが体にいい”と言われ、

唇を真っ黒にして噛んでみる。藁のとてもいい匂いがした。残り火も小さくな

ると、ぬれたお尻を並べて温める人達に皆大笑い。笑いにお尻で答える人達。 

今年も木籠に笑顔があふれだしました。 

↓ ひたすら萱束運び。賽の神の胴体となる 

 

  賽の神  ～帰村から 4度目を迎えました～ 

 賽の神ができるまで 

2011年木籠は元気です  ～今年もみなさんの故郷でありますように～ 
 ごあいさつ 



 

 

                                                     「いただきま～す（＾ｖ＾）/ 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 木籠の蕎麦打ち道場  ～今年の蕎麦は良い出来でした～ 

   

 

    
 

↑とにかくこねます。手のはらを使っ  ↑今回デビューのスティーヴ   ↑ふるさと会蕎麦職人、金井さん   ↑しわ一つないまん丸に  ↑トントント～ン。蕎麦切り 

て力を込めて、よいしょ、よいしょ～    さん。小中学校の英語の先生   四角く均一に伸ばすのが難しい   生地をまとめるのがコツ   もとってもリズミカル♪ 

 

 冬の楽しみ どぶろく作り ～ぷつぷつ・・・発酵の音に耳を澄まして～ 

 

  

  

勇
五
郎
さ
ん
の 

 
 

 

ど
ぶ
ろ
く
史 

 
 今

日
は
ど
ぶ
れ
く 

作
り
の
先
生
を
し
て 

く
だ
さ
っ
た
勇
五
郎
さ
ん
。
ふ
る
さ

と
会
の
副
会
長
さ
ん
で
す
。 

 

実
は
か
れ
こ
れ
二
十
年
、
冬
の
楽
し

み
に
自
作
の
ど
ぶ
れ
く
を
造
っ
て
い
る

の
だ
と
い
う
。 

「愛
知
の
酒
屋
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
ね
え
」
そ
の
後
、
農
業

雑
誌
で
見
つ
け
た
「
ど
ぶ
れ
く
の
作
り

方
」
を
試
し
て
み
た
ら
う
ま
く
い
っ

て
、
ど
ぶ
れ
く
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。 

「
昔
は
柿
や
リ
ン
ゴ
で
ど
ぶ
れ
く
の

素
を
作
っ
て
ね
、
そ
れ
か
ら
ヨ
ー
グ
ル

ト
も
ち
ょ
っ
と
ね
。
お
茶
碗
の
ご
飯
に

ま
ぜ
て
造
っ
た
も
ん
だ
よ
」
（
今
は
イ

ー
ス
ト
や
麹
を
ま
ぜ
る
） 

「
冬
は
ど
ぶ
れ
く
に
ち
ょ
う
ど
い
い

季
節
だ
ね
え
」 

毎
年
ど
の
く
ら
い
造
る
ん
で
す
か
？ 

「
何
回
も
。
な
く
な
っ
た
ら
ま
た
造

り
、
な
く
な
っ
た
ら
ま
た
造
っ
て
ね
」 

こ
れ
は
こ
れ
は
お
そ
れ
い
り
ま
し

た
。
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
答
え
る
勇
五

郎
さ
ん
が
、
心
の
中
で
ペ
ロ
ッ
と
舌
を

出
し
た
気
が
し
た
。
と
な
り
に
い
る

奥
さ
ん
の
久
江
さ
ん
を
ち
ょ
っ
と
気

に
し
な
が
ら
。 

今
日
か
ら
一
週
間
、
ど
ぶ
れ
く
の

と
な
り
で
寝
て
み
よ
う
。
プ
チ
プ
チ
と

お
い
し
い
お
酒
に
な
る
音
を
聴
き
な

が
ら
。 

  

↑どぶろく作りを勇五郎さんに教わる 

↑プツプツ発酵をはじめました   ↑みんなに均等に分けよう 

←ご飯が炊けた。            私にちょっとおまけして～ 

麹とイーストを入れて仕込む        勇五郎さんのレシピ → 

 

我が家ではスッキリ 

辛口ができまし

た 

 

12月 19日昨年最後のふるさと会行事、蕎麦打ちを行いました。暑いさなか

に諦めず撒いた蕎麦が実り、一足早い手作り年越しそばを頂きました。ふるさ

と会の蕎麦職人も年々腕を上げ、数も増え、今年のお蕎麦は出来も上々。蕎

麦がちょっと苦手な区長さんをもうならせる出来栄えです。 

集会所と郷見庵の 2 か所で作って、郷見庵にいらしたお客様には食べてい

ただき、大変喜んでいただきました。 

細い蕎麦、太い蕎麦、長さもいろいろですが、自分でつくった蕎麦には、何

ともいえない味わいがあります。お母さん方が揚げてくださった様々な天ぷら

と一緒にほおばって、とっても美味しく頂きました。 

2月 13日、上田勇五郎さんの手ほどきをうけて、毎年恒例のどぶろく作りを行いました。仕

込み具合や、熟成中の加減で、毎年微妙に出来栄えが違います。去年は残念ながらちょっと

うまくいかなかったため、今年の仕込みはちょっと慎重に。勇五郎さんが見守る中、御飯が炊

けて、作業開始。手際良く御飯の粗熱をとり、麹とイースト、水を加えてひと段落。 

郷見庵の 2 階で休憩しながらしばらく様子を見ることに。皆でお昼をたべました。お餅に漬

物、煮物と楽しくおいしく頂きました。お茶飲み話にくつろいでいると、そろそろ発酵を始めた

様子。各々が持ち寄った瓶を並べて慎重に分けていきました。ほんとはもうちょっと欲しいけ

ど、がまんがまん。自分の瓶を大切に持ち帰ります。今日から毎日かき混ぜながら、発酵が

進むのを待つのです。静まり返った夜には、プチプチとどぶろくの声が聞こえます。1 週間経

つころには、白く濁った瓶をかき混ぜると、お酒のいい香りがしてきます。ちょうど飲み頃のど

ぶろくです。今年の出来栄えをみな楽しみに持ち帰りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去年に引き続く豪雪。地震後、屋根は                落下式にし 

てもらったものの「落ちた雪が三階まで積もったよ」「家は二階の窓が半分埋ま 

ってるてえ」「夜中にザザーッザザーッと雪の落ちる音がたえないと不安だよ」と、 

雪とのお付き合いはなかなかの苦労だ。「今朝も大変だったねえ」と、雪堀り仕 

事へのねぎらいがあいさつがわりになりになる。 

  除雪車のおかげで主要道路はきれいに除雪されているものの、両脇に迫る 

雪の壁を見上げて圧倒される。「積雪を測る４Ｍのポールが埋まってしまったよ」 

今年の木籠の積雪は測定不能ということか・・・。朝何時から雪かきするんです 

か？「５時頃だね～。１月にドンと降った時は５時じゃ間に合わなかった。４時半だったね」「ブル（除雪車）の音が聞こえると 

すっ飛んで起きていったもんね」各家々では玄関前の雪を毎朝除雪車の通る道まで出して持って行ってもらう。そうしないと家

が埋まってしまうのだ。木籠の人たちは生活をするために強くなる。たくましくならなければ暮らせない。ふるさと会も来冬は雪

堀りを手伝ってはどうだろうか。足手まといになるかもしれないが・・・。 

  後日、あらためて木籠でも山の上にある畔上さん宅におじゃました。道路から屋根だけ見えるお宅をご夫婦はこの冬毎日

掘り出した。街場では見慣れない鉄のスノーダンプ。これでないと木籠の雪にはかなわないのだ。リイさんはたくましかった！ 

                どぶろく作りも一段落。郷見庵でお茶を飲みな 

がら、「ちょっと今年のふるさと会は何をするかね」とみんなでアイ 

ディアを出し合いました。 

「郷見庵のわきに露天風呂を作ろう！」と松井区長さんがやる気 

です。田植え、稲刈り、道普請。雪降りしきる中での賽の神。夏は農 

作業の汗を流し、冬は美しい雪景色を眺めて体の芯から温まる。こ 

んな素敵なことってないよなあ～。さすが区長さん。 

 さてじゃあどうやってつくる？それは私たちに任された。石井さん、 

斉藤さん出番ですよ～。何はともあれ夢は膨らみ大いに盛り上がり 

ました。混浴にしちゃう？「見学料をいただきま～す」と女性陣。「い 

やいや見物してやるんだからこっちがもらわないとなあ」「じゃあ私 

たちも見物させてもらいましょうか」わっはっは～（笑）お風呂の話っ 

てどうしてこんなに楽しいんでしょう。話しているとみんな心もはだかになっていくみたいです。 

「古代米で田んぼアートをやってみようや」石井さんに中村さん。「いろんなとこでやってるけど、どうやるの？」「まあ杭でも立てて

植えるとこさえ分ければ何とかなるよ」「難しいやつ作るよりも、この辺じゃまだやってないから“木籠が一番にやる”ってのが意味が

あるんじゃないかな」どこよりも先頭きってハリキルふるさと会です。 

 「どじょうでも飼ってみたら？」と口火を切ったのは三条組です。「ドジョウを油でからっと揚げたら最高！お酒に合うわよ」「ドジョウと

ゴボウと卵で柳川だものね」「お汁に入れたりしてさ、子供の頃からよく食べたよ～」。一方で、「ドジョウって食べてた！？」と木籠の

奥様方はきょとんとした様子。どうもそれほど木籠では頻繁に食べられたものではないらしい。「食べようが食べまいが、ドジョウすく

いってのもあるぞ」「どじょうの手づかみも楽しそうじゃないか？」田んぼもある、川もある、育てる環境ならそろっている。結構現実味

がありそうだ。 

「蛍もまた見に行こう」私たちが蛍が戻る環境を作ろうって話もあった 

けど・・・「蛍は自然にもどってくるて。大丈夫だよ」「去年もかなり見ら 

れたんだよ」「クリスマスツリーみたいできれいだった」それじゃあ今 

年からは調査じゃなくて、毎年蛍がどれくらい戻ってくるか様子を見 

に行こうか。 

その他にも、「しめ縄作り」に「彼岸団子」、「そば打ち二回」などなど、 

郷見庵でまあるくなって、今日はやけにみんないつまでも話にはな 

がさきました。今年もふるさと会は大忙しになりそうです。 

 
 
 

 

 山古志 木籠ふるさと会 

ふるさと 

今年は 

どうする？ 

 今年も豪雪でした  
こればっかしは 

大変だよ～ 

 

【神
社
も
鳥
居
も
雪
に
す
っ
ぽ
り
埋
ま
っ
て
ま
す
】 

 
    

来てみてビックリ！少しだけ屋根が・・・                   入り口だけ掘り起こした小屋   鉄のスノーダンプ    家の中は二人であったか 

↓畔上さん宅を道路から見上げる    この冬は           ↓かなりの急傾斜になっている   かなり重いが    ↓リイさんと一緒で喜一さんもニッコリ 

                   ↓二人で家を掘り出す毎日だった                         リイさんは毎日 

                                                                 ↓これを使う 

 

今後の予定 

 ※4月はまだ雪があるため、5月頃からの予定です 

5月上旬 道普請、雪解けと緑の芽吹く山里散策 

5月中旬 田植え、花植え 

５月～6月 畑仕事     詳細は事務局か区長さんに  

6月中旬 蛍観察      お問い合わせください 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山古志・木籠地域の伝統、文化、暮らしを継承し、 

地域の振興と発展に寄与することを目的とします。 

集落活動や農作業・山仕事を通して共に働くことの 

素晴らしさを実感し、豊かな自然の恵みを楽しむ元気な

村づくり、｢千年続く日本の故郷｣づくりをめざします！ 

遠くにいても、近くにいても、山里の暮らしを感じ、

木籠の応援団になって一緒に楽しみませんか 

 

 特典： （１）「会員証」の交付 

（２）「山古志木籠ふるさと便り」毎号郵送 

（３）こごもカレンダーをお送りします。 

年会費：（個人）年額 2,000 円、（団体）年額 10,000 円  (何名様でもＯＫ！) 

お申し込み方法：下記連絡先のどちらかに入会する旨をお知らせください 

        ■山古志 木籠集落 区長 松井治二 

（ＦＡＸ／電話）0258-59-2180 

■山古志木籠ふるさと会 事務局  担当：石井秀次 

（Ｅメール）cid85830@syd.odn.ne.jp 

入金方法：郵便振替又は、現金申し込みになります。 

郵便振替方法：現金又は、郵便貯金口座から下記口座へのお振替となります。 

（現金の場合）郵便局窓口で「電信払込み請求書･電信振替請求書」にご記入お願いします。 

※その際「お受取先口座番号」の『CD/再発行』欄は無記入で結構です。 

（ゆうちょ銀行の口座をお持ちの場合）郵便局の ATM からお取り扱いできます。 

振替口座：ゆうちょ銀行 記号：11220 番号：25565141  

口座名義人 山古志木籠ふるさと会（ヤマコシコゴモフルサトカイ） 

 山古志木
こ

籠
ご も

ふるさと会 募集 

 

 

[木籠の御神木 夫婦けやき] 

「日本の故郷  地震で沈んだ村  

皆の力でここによみがえる 山古志木籠」 

新しい仲間が増えました ～よろしくおねがいします～ 

千
葉
県
で
社
会
福
祉
活
動
を
行
う
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
き
」
さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と

会
の
仲
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
会
の
活
動
に
共
感
を
い
た
だ

き
、
理
事
長
の
菅
谷
様
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

平
成
十
六
年
の
新
潟
県
中
越
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
山
古
志
木

籠
集
落
の
皆
様
は
、
不
境
不
屈
の
精
神
を
も
っ
て
、
自
ら
は
粉
骨
砕
身
、
広
く

外
部
に
も
働
き
か
け
を
行
い
、
み
ご
と
集
落
の
復
興
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
平
成
二
十
年
か
ら
二
年
間
を
か
け
「
人
々
の
絆
を
大
切
に
し
、
み

ん
な
が
集
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
こ
ご
も
集
落
を
つ
く
ろ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、

復
興
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
勤
し
み
、
そ
の
拠
点
と
も
な
る
べ
き
「
新
郷
見
庵
」

も
落
成
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
会
の
活
動
が
満
帆
の
風
を
受
け
走
り
出
さ
れ
ま
し
た

こ
と
を
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
「
平
成
二
三
年
こ
ご
も
カ
レ
ン
ダ
ー
」
か
ら

も
、
木
籠
集
落
の
皆
様
の
晴
れ
や
か
な
お
尊
顔
を
拝
見
で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

私
は
、
地
域
の
福
祉
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
い
、
若
い
頃
か
ら
福

祉
活
動
に
た
ず
さ
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
年
前
に
は
知
的
障
害

を
有
す
る
人
達
の
た
め
の
生
活
ホ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
五
年
前
に
非
営
利
活
動

法
人
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
ぶ
き
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
き
は
「
福
祉
の
原
点
は
、
地
域
と
と
も
に
生
き
る
こ
と
」

を
信
念
に
、
知
的
障
害
者
の
支
援
を
主
に
、
社
会
福
祉
施
設
や
老
人
ホ
ー
ム
の

慰
問
、
里
山
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
正
に
、
山
古

志
木
籠
ふ
る
さ
と
会
の
皆
様
の
志
は
、
い
ぶ
き
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

皆
様
を
目
標
に
活
動
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

法
人
名
「
い
ぶ
き
」
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
親
交
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
故
三
波
春
夫
先
生
の
命
名
で
あ
り
、
私
達
の
山
里
に
あ
る
二
つ
の

池
で
は
山
古
志
の
緋
鯉
を
飼
育
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
き
は
、
貴
山
古
志
木
籠

ふ
る
さ
と
会
と
親
交
を
深
め
、
お
互
い
に
協
力
的
な
関
係
を
築
き
地
域
振
興
寄

与
し
て
参
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ぶ
き 

菅
谷
委
佐
雄 

 

 

 この豪雪の中、「自分たちに雪か

きか何かお手伝いできることがな

いかと思いましてね。思い切って

松井区長さんのお宅にお電話させ

てもらったんです」と小川さん。  

大竹さんと二人でふるさと会の新

しい仲間になってくださいました。 

どぶろく造りの前日、大雪の中

はるばる山古志に来て木籠の雪

かきを手伝い、あまやち会館に宿

泊。翌日一緒にどぶろく造りをした

り、お茶のみ話で交流を深めまし

た。春にも是非来てくださいね。 

大竹さん・東京（左）と小川さん・横浜（右）

左） 

 勇五郎さん（中央）と一緒に 

現在会員の方も 4 月から継続の場合、上記いずれかの方法で会費を納入ください 


